
第
三
節

内
地
雑
居
問
題

神
戸
と
ア
ジ
ア

幣
制
改
革
問

題
と
神
戸

神
戸
港
の
貿
易
は
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア
市
場
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、

日
清
戦
争
の
賠
償
金
で
銀
本
位
制
を

金
本
位
制
に
切
り
替
え
る
の
は
、
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
ら
の
年
来
の
時
想
だ
っ
た
。
明
治
一
一
一
十
年
松
方
内
閣

は
、
金
本
位
制
と
す
る
幣
制
改
革
を
、
貨
幣
法
と
し
て
議
会
に
提
出
し
た
。
各
地
の
荷
業
会
議
所
は
活
発
に
賢
一
合
を
議
論
し
窓

見
表
明
を
行
っ
た
。
神
戸
商
業
会
議
所
の
態
度
は
明
確
に
反
対
だ
っ
た
。
恕
出
は
、
「
日
本
貿
易
の
利
益
を
占
む
る
は
銀
質
問
」

で
あ
り
、
生
糸
や
製
茶
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
輸
出
品
の
競
争
相
手
は
中
国
だ
っ
た
。

「
十
川
入
那
の
銀
貨
悶
L

で
あ
る
限

り
は
日
本
も
銀
本
位
制
を
取
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
ア
ジ
ア
市
場
を
対
象
と
す
る
神
戸
港
だ
か
ら

こ
そ
の
特
有
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
間
と
の
貿
易
で
有
利
な
地
歩
を
占
め
る
た
め
に
は
、
銀
貨
を
通
貨
と
し
た
い
の
は
神
戸
の
貿
易
業
者
と
し
て
当
然
だ
っ
た
。

明
治
一
一
一
十
年
一
一
一
月
、
神
戸
商
業
会
議
所
理
財
部
会
は
、
「
幣
制
意
見
書
」
な
ま
と
め
た
が
、
「
貿
易
に
於
て
銀
賞
閣
は
金
貨
同
に

比
し
其
物
品
を
廉
価
に
販
売
す
る
を
得
る
が
放
に
貿
易
上
利
益
の
地
位
に
立
ち
た
る
は
切
か
な
る
事
実
な
り
t

一
な
ど
と
「
幣
制
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改
革
に
尚
て
生
ず
る
不
利
」
を
数
え
上
げ
、

「
俄
に
金
貨
制
度
を
採
用
ぜ
ん
と
す
る
は
抑
も
大
卒
計
た
る
を
免
れ
ず
L

と
金
本

位
制
採
用
に
反
対
し
て
い
る
。
同
じ
頃
、
神
戸
市
中
〈
業
協
会
も
「
幣
制
改
革
に
就
き
利
容
を
調
査
す
る
の
件
」
を

J

税
議
し
、
調
主

委
員
会
を
設
置
し
た
。
実
業
協
会
の
調
査
委
員
会
の
結
論
を
受
け
、
同
年
十
月
八
日
、
同
協
会
の
評
議
員
会
は
、

「
人
ム
ゴ
〆
I
J
7
L
1
3

r
r
w
v
f
E
4一

の
拡
張
を
期
し
当
業
者
に
利
便
な
得
せ
し
む
る
が
為
め
不
用
門
銀
払
下
の
許
可
あ
る
か
又
は
同
地
に
閉
山
り
円
銀
流
通
の
特
別
制

を
設
け
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
其
の
方
法
念
講
ず

（
『
大
毎
』
明
治
三
十
年
十
月
十
一
日
）
を
議
題
と
し
て
い
る

3

金
本
位
制

採
用
を
止
む
な
し
と
考
え
、
金
貨
銀
貨
交
換
比
率
の
修
正
要
望
に
と
ど
め
た
東
京
・
横
浜
な
ど
の
商
業
会
議
所
と
は
ま
っ
た
く

異
な
っ
た
対
応
を
、
神
戸
財
界
は
行
っ
た
の
で
あ
る
。

貿
易
構
造

と
綿
一
戸

貿
易
を
主
対
象
と
す
る
商
工
業
者
の
態
勢
は
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
頃
に
ほ
ぼ
成
立
し
た
。
条
約
改
正
が

実
現
間
近
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
同
時
に
外
国
商
社
に
独
占
さ
れ
て
い
た
貿
易
事
業
に
、

一
人
八

0
年
代
半
ば
以
蜂
の
横
浜
商
人
に
よ
る
』
闘
機
関
復
・
直
輸
出
運
動
が
効
果
を
現
し
始
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
横
浜
に
や
や
遅

れ
て
、

一
八
八

0
年
代
後
半
に
神
戸
で
も
輸
出
業
者
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
っ
た

3

明
治
十
七
年
製
茶
の
売
り
込
み
・
荷
受
け

を
自
的
と
す
る
神
戸
茶
業
組
合
、
明
治
ニ
十
年
神
戸
雑
貨
売
込
商
組
合
、
丘
（
路
県
燐
寸
組
合
（
組
合
員
二
五
J
六
人
）
、
明
治
ニ
十

内±t!!.雑）月問題

一
一
一
年
神
戸
石
炭
商
組
合
（
間
三
五
l
六
人
て
な
ど
が
そ
の
組
合
で
あ
る
。
各
種
貿
易
海
人
を
網
羅
し
た
神
戸
雑
貨
売
込
商
組
合
は
、

そ
の
後
二
十
八
年
四
月
兵
庫
県
椴
通
組
合
設
立
の
ほ
か
、

一
年
の
重
要
輸
出
品
組
合
法
に
基
づ
い
て
向
年
十
月
神
戸
竹
材

組
合
・
神
戸
表
枠
真
田
組
合
、
同
年
十
二
月
神
戸
花
娃
商
組
合
な
ど
が
主
要
愉
出
品
開
業
組
合
を
設
立
し
て
分
か
れ
た
た
め
、

第三節

こ
の
組
合
も
向
年
十
月
神
戸
貿
易
商
組
合
と
改
称
し
た
。
一
一
一
十
四
年
初
頭
に
は
組
合
員
一
一
一
一

O
人
を
数
え
る
ほ
ど
に
発
展
し
た
。

明
治
一
一
一
十
一
一
年
十
二
月
に
は
、
海
外
輸
出
商
付
属
商
擦
の
改
替
を
目
的
と
し
て
商
標
印
刷
刷
業
組
合
も
結
成
さ
れ
た
。
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神
戸
港
だ
け
を
貿
易
の
窓
口
と
す
る
い
く
つ
か
の
酪
口
仰
が
あ
っ
た
。
樟
脳
は
そ
の

つ
で
、

「
樟
脳
は
位
界
に
於
て
我
閣
の

み
産
出
し
内
地
よ
り
の
輸
出
は
独
り
神
戸
に
於
て
す
る
の
み
」
（
吋
大
銀
』
明
治
三
十

年
玉
月
十
六
日
）
と
言
わ
れ
た
。
横
浜
港
と

神
戸
港
は
、
貿
易
商
品
で
も
競
合
し
て
い
た
が
、
首
都
東
京
の
外
港
と
し
て
の
横
浜
潜
は
、
国
家
の
保
護
が
停
く
、
神
戸
港
は

い
つ
も
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
商
業
会
議
所
な
ど
実
業
間
体
で
は
活
発
な
建
議
活
動
が
必
至
に
な
っ
た
。

神
戸
酪
業
会
議
所
役
員
会
は
、

日
清
戦
後
の
不
況
下
に
あ
っ
て
貿
易
を
振
興
さ
せ
る
た
め
、
第
一
に
日
本
銀
行
各
店
で
低
利

の
荷
為
得
手
形
割
引
を
行
う
こ
と
、
第
二
に
輸
出
税
全
廃
、

一
に
一
灰
税
の
制
度
新
設
の
一
一
一
点
を
、
明
治
三
十
一
年
五
月
十
六

日
の
総
会
に
提
案
し
た

G

輪
出
税
全
廃
は
、

「
特
に
重
大
問
題
に
し
て
其
可
否
は
大
に
考
究
を
要
す
る
も
の
」
と
の
慎
重
派
の

意
見
に
よ
っ
て
削
り
、
そ
の
他
一
一
点
を
決
議
し
て
、
直
後
に
開
か
れ
る
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

貿
易
都
市
神
戸
の
実
業
家
は
、
政
府
の
政
策
の
修
正
を
よ
う
や
く
求
め
る
段
階
に
と
ど
ま
り
、
大
阪
な
改
革
案
、
を
提
起
す
る
だ

け
の
政
治
力
に
は
欠
け
て
い
た
。
明
治
一
一
一
十
一
年
九
月
八
日
、
京
都
・
大
阪
・
神
戸
の
一
一
一
商
業
会
議
所
連
合
会
議
が
開
か
れ
、

京
都
は
浜
岡
光
哲
会
頭
ら
六
人
、
大
阪
は
土
居
通
夫
会
頭
ら
六
人
、
神
戸
は
常
議
員
山
本
亀
太
郎
・
木
村
竹
次
郎
が
参
加
し
た
。

こ
の
会
議
の
役
割
は
っ
現
今
の
経
済
界
現
状
は
此
盛
に
観
過
し
難
き
も
の
あ
り
、
而
し
て
一
一
一
所
意
見
投
合
の
上
一
致
運
動
せ
ば

一
層
其
勢
力
を
得
る
の
使
あ
る
L

と
の
浜
田
会
頭
の
冒
頭
挨
拶
に
一
万
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
西
有
力
商
業
会
議
所
の
意
見
統
一
を

狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
討
議
は
、
鉄
道
器
有
論
・
地
租
桶
徴
論
・
日
本
銀
行
の
金
融
緩
和
策
を
「
格
別
の
議
論
も
な
く
皆
其
大

体
を
賛
成
し
ヘ
商
業
会
議
所
条
例
・
会
議
所
連
合
会
規
則
改
正
、
大
阪
梅
田
停
車
場
拡
張
案
の
調
査
検
討
を
決
め
た
（
『
大
釘
』

明
治
三
十
一
年
九
月
十
日
）
。

大
阪
街
業
会
議
所
常
議
員
の
今
問
林
三
郎
が
提
案
し
た
こ
の
拡
張
案
は
、

官
営
鉄
道
の
間
端
で
あ

る
神
戸
中
央
停
車
場
の
大
阪
移
転
を
含
む
も
の
だ
っ
た
が
、
神
戸
代
表
の
意
見
は
「
別
に
反
対
も
な
き
が
如
し
し
と
消
極
的
な
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態
度
だ
っ
た
（
向
）
。
関
西
実
業
界
は
い
ま
だ
大
阪
・
京
都
の
財
界
が
り
i
ダ

i
シ
て
プ
を
擦
っ
て
当
然
、
と
い
う
段
階
だ
っ
た
。

明
治
一
一
一
十
一
年
五
月
二
十

1
二
十
四
日
に
開
か
れ
た
第
七
回
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
は
、
戦
後
不
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、

の
商
工
業
者
の
提
案
を
審
議
す
る
場
と
な
っ
た
。
会
議
の
場
で
選
出
さ
れ
た
経
済
問
題
調
査
委
員
会
は
、

日
清
戦
争
の
賠

償
金
の
流
用
や
外
債
募
集
と
と
も
に
、
地
租
隅
徴
を
提
案
し
た
が
、
迎
合
会
で
は
後
者
に
異
論
が
続
出
し
た
た
め
、
前
者
だ
け

を
決
議
し
て
、
会
長
か
ら
直
接
政
府
に
建
議
す
る
こ
と
と
し
た
（
『
大
毎
』
明
治
一
一
一
十
一
年
五
月
二
十
六
日
）
。
神
戸
商
業
会
議
所
は
、

前
述
し
た
二
点
に
「
鉄
道
電
信
等
運
輸
交
通
機
関
を
完
成
す
る
こ
と
」
な
加
え
た
「
外
国
貿
易
奨
励
と
経
済
整
理
に
関
し
て
貴

米
両
院
に
請
願
の
件
L

な
こ
こ
に
提
案
し
た
。

前
間
か
ら
の
継
続
協
議
案
で
あ
る
つ
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
を
し
て
政
府
と
直
接
の
気
脈
を
通
ぜ
し
む
る
こ
と
と
為
し
、

随
て
農
商
工
ム
尚
等
会
議
を
廃
す
る
犠
を
其
筋
に
建
議
す
る
の
件
i

一
は
、
神
戸
ほ
か
一
関
商
業
会
議
所
の
共
開
提
案
だ
っ
た
が
、

二
十
三
日
に
東
京
・
大
阪
な
ど
七
会
議
所
を
調
査
委
員
に
指
名
し
て
調
べ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、

い
ず
れ
も
最
終
日
に
否

決
さ
れ
た
。
神
戸
の
実
業
団
体
の
政
治
力
は
、
東
京
・
大
阪
よ
り
は
当
然
、
京
町
ゅ
よ
り
も
弱
小
の
段
階
に
止
ま
っ
て
い
た
。

内地雑居問題

神
戸
の
労
働
者

2 

明
治
一
一
一
十
三
年
十
月
、
輸
出
堺
風
の
仕
上
職
工
が
、
一
一
一
割
強
の
賃
金
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入

神
戸
労
働

株
式
会
社

っ
た
。
慌
て
た
神
戸
貿
易
商
組
合
は
、
間
肝
風
部
会
を
開
い
て
交
渉
委
員
を
選
び
、
職
工
と
の
交
渉
会
に
臨
ん
だ
。

h
n
h
F
 

一一一第

仕
上
工
は
、
閉
山
金
巾
帳
界
瓜
一
一
泌
を

0
1
一
一
一
五
銭
で
引
き
受
け
、

一日、

一
0
時
間
働
い
て
一
カ
月
一
凶
J
二
O
円
安
｝
得
る
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上
限
の
労
働
者
だ
っ
た
。

一
週
間
後
、
部
会
は
平
均
二
割
以
上
の
賃
上
げ
を
認
め
た
の
で
、
十
七
日
か
ら
職
場
援
帰
し

明
治
一
一
一
十
三
年
十
二
月
、
神
戸
労
働
株
式
会
社
が
神
戸
市
荒
凶
町
二
一

γ
自
に
設
立
さ
れ
た
。

吋
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
L

明
治
一
一
一
十
四
年
版
に
よ
れ
ば
、
資
本
金
一

O
万
円
（
払
込
資
本
金
一
一
万
五

O
O
O円
）
で
、
「
営
業
ノ
目
的
、
労
働
建
築
的
負
土
木
挫

築
用
材
売
買
い
と
さ
れ
た
が
、
実
は
一

0
0
0人
の
労
働
者
を
集
め
斡
旋
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
社
だ
っ
た
。
同
社
は
、

人
夫
の
寄
宿
舎
と
し
て
一
六
舎
を
建
設
し
、

｝
と
に
舎
監

人

一
O
棟
の
売
店
、

一
煉
の
氏
院
と
常
任
医
口
氏
、
浴
場
、

棟
の
炊
本
場
、

棟
の
が
務
所
を
備
え
る
な
ど
、
急
速
に
発
展
す
る
神
戸
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
市
に
、
労
働
力
安
提
供
す
る
組

織
だ
っ
た
。
市
内
各
地
に
鎖
似
の
組
織
が
あ
っ
た
た
め
、
会
社
組
織
と
い
う
新
し
い
形
は
労
働
者
に
な
じ
め
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
常
時
二

O
O人
前
後
の
労
働
者
を
寄
宿
さ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
問
十
一
一
一
年
間
月
に
は
、

っ
目
下
百
八
十
四
名
一

（
町
大
割
引
』
神
戸
付
録

明
治
四
十
三
年
四
月
一
一
一
日
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
役
員
は
、
社
長
に
大
庭
竹
間
郎
、
一
営
業
顧
問
役
」
に
間

浦
清
次
郎
を
す
え
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
大
庭
は
進
歩
党
系
の
も
と
市
会
議
員
で
あ
り
、
凶
捕
は
苦
合
で
い
わ
ゆ
る
「
一
百
人
部

と
い
う
労
働
下
宿
を
始
め
た
の
で
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
。

労
働
人
口

の
特
色

産
業
革
命
と
貿
易
事
業
の
発
展
は
、
労
働
人
口
の
膨
大
な
流
入
念
可
能
に
し
た
。
明
治
三
十
一

一
一
月
、
神
戸

市
が
兵
隊
mM
へ
仰
似
合
し
た
「
民
情
及
び
商

の
一
班
｝
は
、

十
ニ
年
に
比
較
し
て
一
戸
数
二
七
五
七
、
人
口

万
問
。
人
が
増
加
L
、

刊
だ
等
は
概
ね
各
地
に
於
て
破
産
又
は
恒
産
な
き
者
の
転
入
多
き
を
占
む
」

（
『
火
山
慨
』
明
治
一
一
一
十
三
年

二
月
六
日
）
と
解
説
し
て
い
る
。

農
村
部
な
ど
の
過
剰
人
口
が
、

神
戸
な
め
ざ
し
て
移
動
し
、
俗
年
一

OMP以
上
の
社
会
的
人

以
前
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
神
戸
港
と
い
う
貿
易
を
主
体
に
し
た
港
湾
に
あ
っ
て
、

日
本
人
労
働
力
を
ど
の
よ
う
に

編
成
す
る
か
は
慕
本
問
題
で
あ
っ
た
。
外
国
人
に
対
す
る
排
外
主
義
は
、
条
約
改
正
と
内
地
雑
慌
を
間
近
に
怯
え
て
高
ま
っ
て
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い
っ
た
。
明
治
一
一
一
十
一
年
六
月
J

初
め
、
神
戸
の
各
国
領
事
や
賠
留
地
在
住
外

国
高
人
ら
が
居
摺
地
警
察
署
に
集
ま
り
、

「
邦
人
労
働
者
ら
が
往
々
外
人
に

対
し
て
暴
行
止
を
な
す
」
問
題
を
討
議
し
て
、
巡
査
の
瑞
員
を
県
知
事
に
兵
市
中

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

「
邦
人
労
働
者
1

｝
と
は
っ
神
戸
港
に
於
け
る
下
等
労

働
者
即
ち
仲
仕
人
足
雄
一
ど
（
『
大
毎
』
明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
一
日
）
を
指
し
て

お
り
、
大
森
鏡
一
知
事
は
「
我
労
働
者
を
充
分
に
取
締
る
必
要
」
を
認
め
、

彼
ら
を
麗
用
し
て
い
る
人
足
会
社
な
ど
の
役
員
に
厳
重
注
意
を
与
え
、

労働人口の構成
（明治35年〉

表 97

「
警
察
官
の
配
置
法
1

｝
改
正
を
検
討
す
る
よ
う
命
じ
た
。

部
に
「
特
殊
の
遼
警
界
」
新
設
、

数

2

1

5

 

T

A

4

・
η
t

n

U

4
‘
ζ
d
 

，
，
．
，
 

O

3

5

 

4

・

4, 106 

87,367 

834 

2,562 

1！＼~激

IJJJr食35資料： r大朝a神戸付録
年8月4日

人

商業

工業

＂＂さ 5い以 宋

官公庁会社員その他
俸給者

職工作業員その他
賃労働者

有資産者

無資産者

明
治
三
十
五
年
の
神
戸
市
在
住
者
の
職
業
別
調
査
（
本
籍
・
寄
留
の
合
計
）
で
は
、
有
職
者
一
四
万
五

O
一
人
の
う
ち
「
職
工
人

業l絞

超
え
、
構
成
比
率
六
一
一
・
二
%
を
占
め
た
。

八
万
人
の
中
に
は
、

犬
其
他
労
働
に
よ
り
て
貨
を
受
く
る
者
」
が
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
数
は
貿
易
業
を
含
む
「
酪
業
し
の
二
倍
以
上
の
八
万
人
を

旦
鹿
労
働

工
場
労
働
者
で
あ
る
職
工
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

者
で
あ
る
「
人
夫
」
も
相
当
程
度
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
段
措
の
神
戸
市
が
必
要
と
し
て
い
た
港
湾
労
働
力
と
し
て
活

内地雑居問題

動
し
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
（
表
的
引
）
。
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3 

条

約

改

正

内
地
雑
居

問
題

明
治
二
十
七
年
七
月
、

日
英
通
商
航
海
条
約
調
印
を
皮
切
り
に
、
治
外
法
権
撤
廃
・
関
税
一
部
回
復
を
旨
と
す

る
各
悶
と
の
条
約
改
正
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
国
人
が
日
本
各
地
に
居
住
し
、
各
種
の
職
業
に
従
事

す
る
い
わ
ゆ
る
「
内
地
雑
賠
問
題
」
が
位
論
の
注
阿
付
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
神
戸
に
は
外
国
人
賠
留
地
が
あ
っ
た
か
ら
、
市

民
の
関
心
は
初
め
か
ら
高
か
っ
た
が
、
情
報
の
入
り
口
、
と
し
て
も
神
戸
の
位
置
は
重
要
だ
っ
た
。
内
務
省
属
の
小
河
滋
次
郎
は
、

「
内
地
雑
賠
準
備
の
用
向
き
を
帯
び
独
逸
、
自
存
義
の
監
獄
制
度
を
視
察
し
L

（
『
大
毎
』
明
治
三
十
年
一
月
十
二
日
）
、

明
治
三
十

年
一
月
九
日
フ
ラ
ン
ス
郵
船
会
社
の
ナ
タ
ル
号
で
神
戸
港
に
到
着
し
た
。
治
外
法
権
撤
廃
に
伴
う
外
国
人
収
容
の
監
獄
設
置
の

た
め
の
調
査
を
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
清
国
人
は
、
神
戸
の
陪
留
地
に
明
治
二
十
七
年
約

0
0
0人
い
た
が
、

日
清
戦
争
で

約
七

O
O人
が
帰
国
し
た
も
の
の
、
三
十
年
末
に
は
一
四

O
O人
に
も
の
ぼ
る
ほ
ど
急
増
し
て
い
る
。
彼
ら
は
主
に
貿
易
業
者

で
、
米
穀
・
綿
・
綿
突
・
一
足
粕
・
反
物
の
輸
入
、

洋
傘
・
陶
然
・
扇
子
・
時
計

マ
y
チ
・
海
産
物
・
寒
天
・
ネ
ル
・
羽

な
ど
の
輸
出
に
従
事
し
て
い
た
。

神
戸
市
で
は
、
明
治
一
一
一
十
一
年
助
役
を
一
名
増
員
し
た
が
、
そ
れ
は
行
政
事
務
が
都
市
的
発
展
と
と
も
に
繁
雑
を
加
え
た
た

め
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
間
例
年
よ
り
は
愈
よ
改
正
条
約
も
実
施
さ
る
と
れ
な
れ
ば
内
外
交
渉
の
事
務
も
多
か
る
可
く
L

と
予
想

さ
れ
た
た
め
で
、
そ
の
た
め
「
年
俸
千
二
百
円
以
内
L

で
つ
外
国
語
に
通
じ
法
律
思
想
を
有
し
専
ら
参
事
官
的
の
事
務
に
当
る

人
」
と
し
て
「
多
分
法
学
士
を
招
蒋
す
ベ
し
」
と
期
待
さ
れ
た
（
吋
大
俗
』
明
治
三
十
一
年
一
一
一
月
一
日
）
。
過
日
の
市
会
で
増
員
案
が
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認
め
ら
れ
た
た
め
、

♂
お
手
の
法
学
士
」
の
人
選
が
始
め
ら
れ
、

選
出
し
た
。

日
の
神
戸
市
会
は
、
法
学
士
漆
畑
春
世
間
を
新
助
役
に

関
西
に
お
け
る
「
実
業
界
の
新
開
」
を
自
称
し
て
い
た

2
人
阪
毎
日
新
出
い
は
、
明
治
三
十
一
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

一
四
回
に
わ
た
る
「
新
条
約
の
実
施
と
神
戸
」
を
連
載
し
、

l勾i也雑！設問題第三節

居留地廃止の F神戸又新日報』ポンチ絵「内地雑

居のl免」

写真 25

条
約
改
正
に
よ
っ
て
女
子
教
育
・

・
貿
易
・
商
業
な

ど
で
神
戸
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
、
何
を
事
前

に
準
備
し
て
お
く
べ
き
か
を
説
明
し
た
。
な
か
で
も
貿
易

で
は
、
神
戸
の
場
合
「
其
基
礎
の
翠
間
な
る
商
店
会
社
」

と
っ
其
慣
例
の
一
定
せ
る
も
の
」
の
場
合
は
現
状
維
持
を

望
め
る
が
、
そ
れ
以
外
は
「
多
少
変
化
を
来
す
な
き
を
保

せ
ず
L

で
あ
る
か
ら
、

一i

是
等
は
同
業
組
合
に
於
て
今
日

大
い
に
準
備
を
要
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
特
別
の
対
策

な
要
求
し
て
い
る
。

明
治
一
一
一
十
二
年
七
月
十
七
日
以
後
の
内
地
雑
居
開
始
後

の
照
器
地
行
政
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
も
、
神
戸
市

当
局
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
だ
っ
た
。
道
路
・
溝
渠
そ
の
他

の
修
繕
の
責
任
、
そ
の
際
の
税
負
担
な
ど
市
当
局
の
頭
の
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痛
い
開
題
だ
っ
た
。
前
年
に
外
人
墓
地
を
神
戸
市
苔
合
村
字
春
日
野
に
拡
張
移
転
し
た
際
（
一
一
一
五
八
O
坪
を
一
万
四
千
円
で
資
収
）
、

居
街
地
か
ら
慕
地
管
理
者
に
加
わ
る
要
求
が
出
さ
れ
た
と
い
う
例
も
既
に
あ
っ
た
。

条
約
改
正
の
実
施
が
近
付
く
と
、
民
衆
の
間
で
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
内
地
雑
話
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
だ
っ
た
。
明
治
一
一
一

十
年
七
月
に
東
京
で
労
働
組
合
期
成
会
が
結
成
さ
れ
た
時
、

そ
の
「
設
立
趣
旨
」
に
は
「
労
働
者
は
産
業
の
為
め
、
自
己
独
立

の
為
め
、
将
た
内
地
雑
居
後
の
事
を
慮
り
て
之
を
講
。
す
べ
き
要
あ
る
」
と
あ
り
、
内
地
雑
居
に
よ
る
労
働
力
流
入
に
危
機
感
を

も
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
神
戸
市
の
有
力
紙
『
神
戸
文
新
日
報
』
は
、
一
一
一
十
年
春
に
ニ
間
関
に
わ
た
っ
て
「
内
地

雑
居
の
暁
L

と
い
う
ポ
ン
チ
絵
を
連
我
し
た
。
な
ん
の
説
明
も
な
く
、
標
題
と
絵
だ
け
だ
か
ら
余
計
に
、
こ
の
有
力
紙
と
民
衆

が
何
を
考
え
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
内
地
雑
居
に
よ
っ
て
家
を
追
わ
れ
、
転
宅
す
る
、
と
い
う
の
は
先
の

労
働
組
合
期
成
会
の
言
っ
た
労
働
力
流
入
の
結
果
の
予
想
だ
ろ
う
。
外
国
語
が
必
要
に
な
り
、
子
ど
も
に
教
わ
る
父
親
が
現
れ

る
、
近
所
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
が
で
き
て
う
る
さ
く
な
る
し
、
高
い
塔
に
よ
っ
て
落
慢
も
多
く
な
る
、
良
い
こ
と
は
何
も
な

い
と
こ
れ
ら
の
絵
は
語
っ
て
い
る
。

そ
の
場
合
も
清
悶
人
は
別
だ
と
考
え
て
い
た
。
内
地
雑
荷
は
、
国
際
都
市
神
戸
の
市
民
が

ど
の
よ
う
江
田
探
感
覚
を
持
っ
か
を
考
え
る
一
つ
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
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